
　富里市では、平成22年12月に、平成32年度までの10年間のまちづくりの基本理念を「み
んなでつくる　笑顔あふれるまち・富里」とし、将来像を「人と緑が調和し　未来を拓く臨空都
市　とみさと」とする「富里市基本構想」を策定し、総合的、計画的にまちづくりを進めています。
「後期基本計画」の策定にあたっては、「富里市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と歩調を合わ
せ整合を図るとともに、急速に変化する環境への対応を踏まえながら「前期基本計画」の成果や
実績を十分に検証し、各施策の現状と課題を明らかにするとともに、施策の充実を図り課題の
解決に向けた取組を進められるよう、検討を行いました。
　今後のまちづくりを進めていくにあたり、「前期基本計画」に引き続き、「みんなでつくる　
笑顔あふれるまち・富里」を基本理念として将来像の実現に向けて取り組んでまいります。
　この計画の推進には、市民と行政、そして市内で活動するすべての団体等との協働がなくし
ては実現できませんので、市民の皆様のご支援、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

─ ごあいさつ ─

富里市長 相川堅治
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　富里市総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」から構成されています。

総合計画とは１

平成23年度 平成28年度平成27年度 平成32年度

基本構想

第一次実施計画
第二次実施計画

第三次実施計画
第四次実施計画

前期基本計画 後期基本計画

基本構想
（目的）

基本理念、将来像
まちづくりの目標、土地利用

基本計画
（手段）

施策の基本方針
成果指標、施策の展開

実施計画
（具体的な方法）

具体的な事業

実施計画

基本構想に定めたまちづくりの目標を達成するための施策の体系を示し、成果指標や施策の展開などを定めたものです。

10年間のまちづくりの基本的な考え方や将来像などを定めたものです。

基本計画の施策を展開するための具体的な事業を明らかにしたものです。

　まちづくりの基本理念は、今後のまちづくりを進めていくうえで、大切にしなければならない基本的な考え
方を示したものです。

～みんなでつくる　笑顔あふれるまち・富里～まちづくりの
基本理念

市民のために 市民一人ひとりがいきいき生活する、笑顔あふれるまちづくり
地域社会のために 市民と行政が協働で支えあう、温かみのある地域社会づくり
都市のために　 個性を活かして自立し、持続的に発展する都市づくり

　まちづくりの基本理念

　まちづくりの目標は、将来像の実現に向けた基本的な政策目標として掲げたものです。
目標１　手をつなぎ、みんなで目指す、明るく元気なまち
目標２　教えあい、みんなで学ぶ、心の豊かさと愛を育むまち
目標３　みんなが活躍し、農・商・工がともに輝く活力あるまち
目標４　人と自然が調和し、安全安心なまち
目標５　市民のこころをむすび、可能性を未来につなぐまち
目標６　市民と行政の気持ちの共有による自立したまち

　まちづくりの目標

　総合計画の構成



（１）市民意識の現状と課題

　後期基本計画の策定にあたり実施した市民意識調査結果によると、本市の住みやすさについて、前期基本計
画策定時の調査との比較では若干減少したものの、約6割の人が住みやすいと感じていることから、前期基本
計画における取組についても引き続き実施していくとともに、市民ニーズに対応した各種サービスの更なる充
実を図る必要があります。

（２）時代の潮流と課題

　市民ニーズの多様化に対応した総合的な支援、人口減少や人口構造の変化に伴う地域社会の仕組みづくり、
社会経済情勢に対応したバランスのとれた都市形成や就業環境づくり、より円滑な道路ネットワークの形成や
積極的な観光客誘致など、より暮らしやすいまちづくりを進めるため、引き続きさまざまな課題に取り組んで
いく必要があります。

（３）本市の地域特性の現状と課題

　持続的発展のため、成田空港の更なる機能強化に伴う航空機発着回数の増加の波及効果を活かしたまちづく
りが必要です。主力産業である農業においても、農業生産性の向上や販売体制の拡充、農産品のブランド化な
どの取組を進めるとともに、持続可能な営農環境を整えるために、農業従事者の経営の安定化や高齢化対策と
して新たな担い手の確保などの取組を進める必要があります。また、本市は多様な就業者が居住する住宅地で
もあるため、市民の持つ豊富で多彩な知識や経験を活かし、魅力あるまちづくりを進めるために、福祉、教育、
環境など幅広い分野における協働の仕組みづくりを進める必要があります。

（４）財政の現状と課題

　歳入の全体に対して市税が占める割合が減少
し、交付金・支出金等への依存が高まっているな
ど、本市は厳しい財政状況にあります。そのため、
効果的・効率的に行政サービスを充実できるよう、
民間との協働など、工夫した取組が必要です。

後期基本計画の策定にあたって２

後期基本
計画策定時

前期基本
計画策定時
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非常に住みやすい
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どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい

（平成27年6月調査）

（平成20年12月調査）
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　後期基本計画は、以下の６つのまちづくりの目標に沿って進めます。

後期基本計画３

　少子高齢化などによる福祉ニーズの多様化に、
きめ細かく対応するためにも地域福祉ネットワー
クやサービス体制の拡充に努めます。
　また、多様化するニーズに対応するためにも分
野を越えて連携しながら、すべての市民が安心し
て、いきいきと暮らせる環境や子育てしやすい環
境などを整えていくとともに、健康づくり・医療
体制の充実を図ります。

手をつなぎ、みんなで目指す、
明るく元気なまち

　魅力ある農業や活気ある商工業を振興するた
め、生産性の向上、新たな担い手の確保や後継者
の育成を図り、地域力の向上に努めます。
　さらに、農業や商工などを観光資源の一つとし
て、合わせて振興を図ります。
　また、誰もが働け、働き続けられる就業環境づ
くりや市民を守る消費者行政の充実に努めます。

みんなが活躍し、
農・商・工がともに輝く
活力あるまち

　快適な日常生活の支援と地域間の交流のため、
公共交通をはじめとした交流基盤の整備促進・拡
充に努めます。
　また、快適で魅力あるまちを創るために、生活を
支えるライフラインや都市の潤いを保つ公園・緑地
の整備に努めます。

市民のこころをむすび、
可能性を未来につなぐまち

　市民が学びあい、個性と文化を育むために、地
域を中心とした子育てネットワークや市民の仕事
や趣味、生活に役立つ生涯学習、市民の健康と活
力を支える生涯スポーツ、多文化共生などの仕組
みづくりに努めます。

教えあい、みんなで学ぶ、
心の豊かさと愛を育むまち

　快適な生活環境を守るため、豊かな自然環境を
保全し、環境負荷の少ないまちづくりに努めます。
　また、市民が安心できる地域社会を築くため、
防災・消防救急体制や防犯・安全対策の充実に努
めます。

人と自然が調和し、
安全安心なまち

　市民と市が互いに理解しながら目的を共有し、
市民相互及び市民と市の連携・協力によるまちづ
くりを目指すため、市民と市の協働の仕組みづく
りを進めるとともに、安定した自治体経営の取り
組みを進めます。

市民と行政の気持ちの
共有による自立したまち


